
 

異常に雪の少ない冬でした 

 

三笠市長　西城　賢策 

 

毎年、雪の降る季節が近づくと、今年は雪が少なければいいな！と思う市民の

皆さんが多いのではないでしょうか。 

私の立場からは、スキー場の運営のこともあり、実に複雑な気持ちになります。 

今年の雪の状況は、三笠地区の降雪量が４８５cm、最多積雪量で７９cm でした。 

また、幾春別地区は、降雪量が７０７cm、最多積雪量が１２５cm でした。 

どちらも、平年に比べ、６割ほどの量でこの冬を終えました。 

市民の皆さんからは、これほど少ないと夏場の水は心配ないのか、コメの収穫

に心配はないのかなど質問されますが、ダム管理所に確認したところ、ダムを嵩

上げし、貯水量が従来の１.６倍となったことから、今のところ特段の心配はない

と回答がありました。 

小林和男前市長が全力で取り組み、国に完成していただいたダムが、我々の生

活も守ってくれています。 

三笠は、石狩湾でできた雲が入ってきやすい位置にあり、その雲が奥にそびえ

る芦別岳・幾春別岳・夕張岳の三連山によって停滞し、大量に雨や雪を降らせる

ため、毎年のように大雪になりますが、一方でダムを造るには、非常に良い地形

となっています。 

今年は、その地勢がどうした訳か大きく変化し、小雪の冬となりました。 

地球温暖化のせいなのか、偏西風の異常なのか私には分かりませんが、市民生

活や産業活動に支障のない気候になってくれれば、と願うばかりです。 

市としては雪が多くても少なくても、少しでも住みやすくなるよう、施策に取

り組んでまいりたいと考えています。 

季節は春、多くの植物が芽を吹き、徐々にではありますが心地よい風が流れは

じめ、屋外での活発な活動を促しています。 

今年も北海盆おどりをはじめとする三笠の各種イベントの実施、三笠ぽんべつ

ダムの建設、石炭地下ガス化の新鉱区での実験準備、三笠ジオパークの世界登録

申請への準備、市立病院の建て替え事業への着手など進めてまいりますので、市

民の皆さんのお力添えを心からお願いいたします。 


